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背景 • 高齢化に伴う住宅内における健康被害（ヒートショック等）の拡大• 健康リスクが十分に周知されていない
























その 4 全体改修事例の環境性能に関する調査結果 
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内容 築 30 年戸建住宅の断熱改修における省エネルギー効果と PMV を用いた居住快適性の改
善効果を数値シミュレーションにより評価したところ、部分改修では窓改修の効果が最
も大きく、全体改修は部分改修よりも大きな暖房負荷削減効果が確認できた。また、窓











―京町家における部分断熱改修に関する研究 その 4― 
著者 原田和幸、土井脩史、近本智行、生川慶一郎、髙田光雄 

























































著者 森 郁惠、都築 和代、安岡 絢子、坂本 雄三、高橋 龍太郎 










著者 森 郁惠、都築 和代、安岡 絢子、坂本 雄三、高橋 龍太郎 


























出典 日本建築学会環境系論文集 第 73 巻 第 632 号 1163－1169 2008 年 10 月 















著者 神代 翔子、新冨 凌汰、中村 遼、前 真之 
出典 日本建築学会大会学術講演梗概集（東北） 485－486 2018 年 9 月 








暮らし継がれる住まいに関する研究 その 2 
著者 小池 孝子、定行 まり子、安原 由佳、須郷 詠子 










著者 佐藤 由紀乃、佐藤 克志、星野 俊樹、田中 巌 















―その 1 居住者の意向について― 
著者 渡辺 ひとみ、角田 誠 









著者 伊丹 絵美子 








著者 伊丹 絵美子 












No.17  アンケート調査、住宅改修、断熱改修、温熱環境 
タイトル アンケート調査に基づく住宅改修のプロセス及び実施内容に関する研究 
第 2 報 戸建て住宅における断熱リフォームの実態把握及び温熱環境に関する満足度の
分析 
著者 中村 遼、新冨 凌汰、神代 翔子、前 真之 
出典 日本建築学会大会学術講演梗概集（東北） 487－488 2018 年 9 月 








著者 黒澤 徹也、大岡 龍三 
















著者 萩島 理、谷本 潤、高園 洋行 






















































 表 2.1に調査概要を示す。東京都八王子市にある K団地（1戸当たりの平均敷地面積 194
㎡、同延床面積 122 ㎡）を対象とし、自治会を通して実施した。アンケートは無記名、封




対象地域 東京都八王子市 K 団地の戸建て住宅居住者 
期間 2018/5/13～5/20 
調査方法 自治会を通しての手渡し（A4用紙 4 枚分） 
























表 2.1 アンケート調査概要 
表 2.2 質問項目 






築年数（図 2.1）は新築から築 50 年までであり、中でも 30 年～40 年が多く、平均は築
32 年であった。また、リフォーム経験の有無で比較してみると、リフォーム済の住宅は平
均築 35 年、リフォーム経験のない住宅は平均築 15 年であった。階数（図 2.2）は 98％が
総 2階建てである。居間の位置（図 2.3）は 90％が 1階であるが、1階と 2階にある二世帯
住宅もみられた。居間の窓ガラス（図 2.4）は 87％がシングルガラスと断熱性能は乏しく、
また、回答者の 87％がリフォーム経験のある（図 2.5）団地であった。 
 




図 2.1 築年数 
































図 2.2 階数（ｎ=702） 
図 2.3 居間の位置（n=673） 
図 2.4 居間の窓ガラス（n=643） 




1階 2階 3階 1階と2階 1階と3階
462 153 19
9シングル ペア LowEペア トリプル
608 90
リフォーム経験あり リフォーム経験なし






回答者は男性 45％、女性 55％（図 2.6）とほぼ半々である。年代は、8割が 60代以上（図
2.7）と高齢であり、そのうち半数が 70代である。住宅所有者の年代（図 2.8）は、回答者
と似ており、回答者自身または配偶者であると推測される。同居家族の人数（図 2.9）は夫




図 2.7 回答者年代（n=686） 
図 2.6 回答者性別（n=646） 
図 2.8 住宅所有者の年代（n=670） 
図 2.9 同居家族人数（n=679） 
291 355
男性 女性
1645 65 143 303 114
30代以下 40代 50代 60代 70代 80代以上
231 44 64 108 290 131
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上
96 357 140 53
22
11
1人 2人 3人 4人 5人 6人以上






 図 2.10 に健康意識が高いかどうか、図 2.11 に省エネ意識が高いかどうかについて示す。
全体的に、健康意識は高い方であると回答した人が多く、その割合は年代が上がる程高く
なり、70代以上では 72％である。また、省エネ意識が高いかどうかについては、過半数が
高い方であると回答しており、40 代～60 代は 74％と最も多かった。よって、全体的に健
















図 2.11 “省エネ意識は高いほうだ”の年代別回答 








1 5 1 1 2
当てはまる やや当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 当てはまらない
58 101 75 11 5
145 77 66 6 15
1 2 2 0 1
当てはまる やや当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 当てはまらない
46 101 44 2 6
















当てはまる やや当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 当てはまらない






























図 2.14 “暖房や冷房のため光熱費が増えるのは仕方ない”の年代別回答 
図 2.15 “冬に節約のため、寒さは我慢するほうだ”の回答（n=616） 
25 82 168 181 160











当てはまる やや当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 当てはまらない
4 7 5 1 0
当てはまる やや当てはまる どちらでもない あまり当てはまらない 当てはまらない
51 105 52 26 10
79 152 83 25 25













図 2.17にリフォームの総額を築年数別に示す。築 30 年以上では 64％が 500 万円以上、
27％が 1000万円以上と高額である。この理由として、リフォームを実施した者は 97％が
業者であること（図 2.18）、行ったリフォームの項目数が複数であること（図 2.19）が理由
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図 2.18 リフォームを実施した者 
図 2.19 実施したリフォームの項目数 
15 37 70 172 154 94 66
1 2 3 4 5 6 7以上
562 3 16
業者 DIY 両方
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 図 2.21に今後のリフォームの予定について示す。40代～60代は “したいと思っている”
が最も多く、20代・30代と 70代以上では“必要性を感じない”が多い。20代・30代は平均






図 2.21 今後のリフォームの予定 
1 2 4 8
する予定がある したいと思っている したいと思わない 必要性を感じない
20・30代 
（n=15） 
17 113 40 6440代～60代 （n=234） 
16 118 90 12870代以上 （n=352） 




















































































































































































図 2.26 断熱改修を行いたいかどうか 
36 185 241 71 54
ぜひやりたい どちらかというとやりたい どちらとも言えない どちらかというとやりたくない やりたくない
16 56 47 15 10
20 129 194 56 44
図 2.25 実施済みの断熱改修（n=196） 
51 92 53
窓の断熱改修 壁・屋根・床の断熱改修 両方











































































































図 2.30 各部屋における床暖房の有無 
図 2.31 各部屋におけるこたつの有無 























































































図 2.34 室内温熱環境満足度 
94 190 152 195 64
満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満
94 189 213 155 39
冬期 
（n=695） 

























49 109 107 140 46
満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満
24 51 24 38 11
ペアガラス（n=148） 
9 3 2 3 2
Low-E ペアガラス（n=19） 
1 5 1 1 0
トリプルガラス（n=8） 




図 2.37 リフォーム意識別に見た冬期の温熱環境満足度 
23 58 47 88 29
満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満
15 39 39 40 11
37 67 44 41 14
























図 2.38 断熱改修の有無別に見た冬期の温熱環境満足度 
25 52 33 57 20
満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満






図 2.39 節約/我慢意識別に見た冬期の温熱環境満足度 
25 49 28 44 24
満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満
23 52 40 56 19
15 51 50 41 9
8 21 13 34 7
6 4 2 6 1













































































































































































































































 図 2.42に冬期の暖房、図 2.43に夏期の冷房使用別に見た各部屋の温冷感を示す。全ての
部屋において暖冷房を使用している人では各季節における不快側の回答が少なくなってお
り、暖冷房の使用が直接的に温冷感の改善に関係すると言える。また、居間においては暖




















図 2.42 暖房の使用有無別に見た冬期における各室の温冷感 
2 31 383 121 44
暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
0 3 5 1
2
12 289 103 27
暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
4 75 66 16
1 10 102 76 13
暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
7 161 156 60
2 71 83 27
暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
5 96 194 113
0 9 7 6
暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
5 117 275 169






















図 2.43 冷房の使用有無別に見た夏期における各室の温冷感 
34 144 377 14
4暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
2 6 4 0 1
46 136 247 10
1暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
18 63 61 12
13 42 73 5
0暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
48 169 223 73
2 6 22 2
0暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
41 172 317 14
1
1 2 6 0
暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
55 182 311 14
5























図 2.44 断熱改修の有無別に見た冬期における各室の温冷感 
1 7 109 41 14
暑い やや暑い どちらでもない やや寒い 寒い
1 27 304 94 36

































































築年数 40 年程（34～35 年前に増築） 
構造 木造軸組み（100 角の柱） 
布基礎、通気あり、防湿コンなどはなく土 
延床面積 74.11 ㎡（1F：39.33 ㎡ 2F：34.78 ㎡） 
外皮性能 ・床、壁、天井断熱材なし 
・サッシ単板ガラス 
・土壁（2 階の 1 部屋のみペンキ塗り） 
 
  
表 3.1 対象住宅概要 
図 3.1 対象住宅外観写真（南側） 
図 3.2 対象住宅平面図 
























トイレ 浴室 断熱戸 断熱窓 
図 3.3 改修概要 






 冬季改修前の実測は 2017年 12月 16日～12月 26日の 10日間、改修後は 2018年 3月








表 3.2 測定器具概要 









（株式会社 T&D 小型防水ワイヤレスデータロガーRTR-5 シリーズ） 
・測定精度 温度：±0.3℃ 湿度：±5％RH 




（株式会社 T&D 小型防水ワイヤレスデータロガーRTR-500 シリーズ） 
・測定精度 温度：±0.5℃ 






図 3.6 リビング開口周りの熱画像 図 3.7 キッチン床の熱画像 
図 3.5 表面温度計 図 3.4 温湿度計 






































































































































































































































































































































 1 非常に不満   1 部屋全体が寒い 
 2 不満 2 空調が効きすぎて暑い 
 3 やや不満 3 温風が当たる 
 4 どちらでもない 4 身体に暑い部分と寒い部分がある 
(背中とお尻は冷たい ) 
 5 やや満足 5 空調が効くまでに時間がかかる、効きが悪い 
 6 満足 6 暖房器具の運転停止後の温度低下が早い 
 7 非常に満足 7 汗をかいている 
   8 ほてりを感じる 
   9 じめじめしている 
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寝室        






























 0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00 18:00 21:00 0:00 
起床・就寝時間                           




 0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00 18:00 21:00 0:00 
エアコン 
設定温度                           
 ℃ 
ガスヒーター こたつも                           
窓開け                           
ヒートテック 2 枚（半袖と長袖） 
とっくりセーター 
セーター 
フリースパーカー    計 5 枚 





















 図 3.9～3.11に実測期間中の外気の気象条件を示す。外気温度は、改修前(2017年 12月
17日～12月 26日)で変動幅が-1℃～15℃の 16℃程度で、平均は 5.4℃である。外気相対湿
度はおおむね 30%-90%で変動している。 
 第一回改修後(2018年 3月 25日～4月 12日)の外気温度は、6℃～25℃の変動幅 19℃、
平均は 15.9℃である。外気相対湿度はおおむね 20%～90%で変動している。 
 第二回改修後（2018年 11月 21日～12月 5日）の外気温度は、14℃～24℃の変動幅 10℃、
平均 12℃である。外気相対湿度はおおむね 25％～95％で変動している。 
 
  










































12/17 12/18 12/19 12/20 12/21 12/22 12/23 12/24 12/25 12/26
外気温
外気相対湿度
図 3.9 実測期間中外気温度及び相対湿度（改修前：2017/12/17～12/26） 
























11/23 11/24 11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30 12/111/21 12/2 12/3 12/4 12/511/22
（℃）
図 3.11実測期間中外気温度及び相対湿度（改修後：2018/11/21～12/5） 














































































































































































































天井表面 天井近傍 空気温度 床近傍 床表面 外気温（℃）





















3/25 3/26 3/27 3/28 3/29 3/30 3/31 4/1 4/34/2
温度の下がり方の 
傾きが緩やかになった。 







図 3.17に 1日における改修前後の室温変動を示す。代表日として外気温が近かった 2017





























改修前 外気温 改修前 空気温 改修後（3/31） 外気温
改修後（3/31） 空気温 改修後（11/25） 外気温 改修後（11/25） 空気温
9時
（℃）
0時 3時 6時 12時 15時 18時 21時 24時


















11/23 11/24 11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30 12/1 12/2
図 3.16 改修後リビングの温度変動（2018/11/21～12/5） 





























図 3.19 改修後トイレの温度変動（2018/3/25～4/12） 
最低温度において 
室内外でタイムラグがある。 





















図 3.21に 1日における改修前後の室温変動を示す。代表日として外気温が近かった 2017











改修前 外気温 改修前 空気温 改修後（3/31） 外気温
改修後（3/31） 空気温 改修後（11/25） 外気温 改修後（11/25） 空気温（℃）
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図 3.20 改修後トイレの温度変動（2018/11/21～12/5） 
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図 3.25に 1日における改修前後の室温変動を示す。代表日として外気温が近かった 2017
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図 3.24 改修後洗面所の温度変動（2018/11/21～12/5） 
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図 3.26 改修前浴室の温度変動（2017/12/17～12/26） 






図 3.28に 1日における改修前後の室温変動を示す。代表日として外気温が近かった 2017













改修前 外気温 改修前 空気温 改修後（11/25） 外気温 改修後（11/25） 空気温
（℃）
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図 3.28 1日における改修前後の室温比較（浴室） 






図 3.29～3.31 にキッチンにおける改修前後の温度変動を示す。比較のため、改修後も 9
日間のデータのみを使用している。キッチンでは床下に断熱材を入れたのみの改修であり、
第 1 回改修後では床近傍の温度が上昇しており、空気温に近づいていることがわかる。ま
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図 3.30 改修後キッチンの温度変動（2018/3/25～4/12） 







図 3.32に 1日における改修前後の室温変動を示す。代表日として外気温が近かった 2017
年 12月 25日、2018年 3月 31日、2018年 11月 25日を設定した。外気温が同程度の時
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図 3.31 改修後キッチンの温度変動（2018/11/21～12/5） 







改修前 外気温 改修前 空気温 改修後（3/31） 外気温
改修後（3/31） 空気温 改修後（11/25） 外気温 改修後（11/25） 空気温
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図 3.33～3.35 に廊下における改修前後の温度変動を示す。比較のため、改修後も 9 日間
のデータのみを使用している。廊下では床下に断熱材を入れたのみの改修が行われており、
床付近の温度が上がっているためか、改修後には空気温度と床近傍の温度が近くなってい
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図 3.36に 1日における改修前後の室温変動を示す。代表日として外気温が近かった 2017












改修前 外気温 改修前 空気温 改修後（3/31） 外気温
改修後（3/31） 空気温 改修後（11/25） 外気温 改修後（11/25） 空気温（℃）
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図 3.36 1日における改修前後の室温比較（廊下） 
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図 3.40に 1日における改修前後の室温変動を示す。代表日として外気温が近かった 2017
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改修前 外気温 改修前 空気温 改修後（3/31） 外気温
改修後（3/31） 空気温 改修後（11/25） 外気温 改修後（11/25） 空気温（℃）
0時 3時 6時 12時 15時 18時 21時 24時9時
図 3.40 1日における改修前後の室温比較（寝室） 
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図 3.44に 1日における改修前後の室温変動を示す。代表日として外気温が近かった 2017
年 12月 25日、2018年 3月 31日、2018年 11月 25日を設定した。外気温が同程度の時
を比較すると改修前後では 3～7℃程度の上昇効果が見られるが、全体として外気温からの
上昇効果は小さいと言える。  
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図 3.46 改修後洋室の温度変動（2018/3/25～4/12） 
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図 3.48に 1日における改修前後の室温変動を示す。代表日として外気温が近かった 2017
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改修後（3/31） 空気温 改修後（11/25） 外気温 改修後（11/25） 空気温
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図 3.50 改修後階段の温度変動（2018/3/25～4/12） 









図 3.52に 1日における改修前後の室温変動を示す。代表日として外気温が近かった 2017
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図 3.51 改修後階段の温度変動（2018/11/21～12/5） 
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y=0.542 x+ 9.9449 
R2=0.2321 
y=0.3989 x+ 13.953 
R2=0.4493 
y=0.3267 x+ 13.873 
R2=0.321 











































































y=0.3824 x+ 6.501 
R2=0.6072 
y=0.4843 x+ 9.5283 
R2=0.6769 
y=0.2803 x+ 11.767 
R2=0.4019 








かし、第 1 回改修後の実測ではその効果は見られなかった。また、外気温が同じ 10℃の時



































































y=0.3041 x+ 10.419 
R2=0.3736 
y=0.4737 x+ 9.5858 
R2=0.572 y=0.3801 x+ 6.9818 
R2=0.6107 







2018 年 11 月 23 日～12 月 2 日の第 2 回改修後実測時のみしか計測を行っていない。全体
の傾きが改修後には緩やかになっており、外気の影響を受けにくくなっていると言える。












































図 3.56 浴室室温と外気温の変動 左＝改修前、右＝改修後（11/23～12/2） 
10℃ 11℃ 
y=0.3269 x+ 10.503 
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y=0.4297 x+ 6.2305 
R2=0.6267 
y=0.4833 x+ 9.4538 
R2=0.5817 
y=0.415 x+ 9.3301 
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の時を比較すると、最低室温が第 1回では 4℃程度、第 2回では 3℃程度上昇しており、断





































































y=0.5897 x+ 7.1605 
R2=0.736 y=0.4256 x+ 5.2868 
R2=0.681 
y=0.3774 x+ 8.9187 
R2=0.5493 

















































































y=0.6723 x+ 5.9882 
R2=0.8154 









がわかる。また、外気温が同じ 10℃の時を比較すると、最低室温が第 1 回改修後実測では



















































































































































y=0.5891 x+ 4.1702 
R2=0.8815 
y=0.3785 x+ 15.25 
R2=0.3331 
y=0.3051 x+ 11.253 
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y=0.3474 x+ 7.8668 
R2=0.5361 











同じ 10℃の時を比較すると、最低室温が第 1 回改修後実測では 6℃程度、第 2 回改修後実
測では 1℃程度上昇しており、また、外気温が 5℃の時を比較すると、第 1回改修後実測で













































































y=0.5289 x+ 5.2337 
R2=0.8115 
y=0.4907 x+ 14.37 
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図 3.64 リビング壁面温度と外壁面温度の比較 左＝改修前、右＝改修後（上：3/25～4/3、下：11/23～12/2） 
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図 3.72 改修前リビングの表面温度変動（2017/12/17～12/26） 
図 3.73 改修後リビングの表面温度変動（2018/3/25～4/12） 
室温と表面温度の差 
改修前：3℃程度 
第 1 回改修後：1℃程度 
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図 3.73 改修後リビングの表面温度変動（2018/11/21～12/5） 
室温と表面温度の差 
改修前：3℃程度 
第 2 回改修後：2℃程度 


















図 3.74 改修前居住域における室温変動（2017/12/17～12/26） 
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第 4章 結論 
 
 
108 
 
4.2. 今後の課題 
 本研究では、居住者意識の現状把握と断熱改修効果の検討、としており、あくまでも“現
状の把握”に留まっている。実際に断熱改修などのリフォームを普及させるためには、より
現実的な提案が必要であると考えられる。考えられる例を以下に示す。 
 
□アンケート調査で行った提案 
20代・30代 
費用面が重視されるため、今後壁や床などをリフォームする際に断熱改修を同時に行う
ことで安くなるパッケージプランなどを提案する。 
→具体的なパッケージプランを目安となる費用も考慮した上で提案 
 
40代・50代 
・体験などにより快適性の向上度合いを示す。 
・費用や内容を明示化することで、“断熱改修とはどういうものか”をわかってもらい、建て
替えと比較しやすくする。 
→“断熱改修と建て替えの比較“を費用面と手軽さから表にまとめる 
 
60代以上 
・自覚がなくても、健康被害の危険性があることを周知する。 
・窓のみの改修や家にいながらできる改修など、手軽に行えるリフォームを提案する。 
→「健康被害の危険性があるのは何℃から」など具体的な指標の提示 
→手軽に行えるリフォームの例としてより多くのパターンをシミュレーションにより検討 
 
上記のように、今回の研究では得られなかった 
①具体的な費用を考慮しての検討 
②複数パターンでの検討 
が今後求められる。 
 
